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私が育てたい英語教員像―英語技能のプラクティショナーの
ロール・モデルとして
大喜多 喜 夫
本稿では、英語技能のプラクティショナーのロール・
モデルとしての教員養成の必要性を、英語科教育法での
実践を交えて、論じたい。
 実技科目としての英語
英語は、体育、音楽、書道などと同様に実技科目であ
る。この実技科目としての一位置づけは、戦後も間もな
い昭和22年（1947年）に告示された学習指導要領（試
案)1)でも、明記されている。このなかで英語科の目標
として、「聞く」「話す」「読み」「書く」からなる技能
の習得が掲げられている。このような英語を技能として
の扱いは、以降の学習指導要領のなかでも一貫してい
る。
また平成元年（1989年）に告示された学習指導要領2)
の英語科の「目標」のなかでは、「コミュニケーション
能力」という言葉が始めて使用され、当時としては、大
いにセンセーショナルなことであった。この「コミュニ
ケーション能力」は、以降、改訂された学習指導要領の
なかでも、キーワードとして英語科の「目標」のなかで
踏襲し使用されている。これらのこのことからも分かる
ように、最近はボーダレスな時代を背景に、英語の実技
科目としての位置づけは、ますます重要性を帯びてき
た。
文部科学省は一方で、英語教育に対するこのような時
代の要請に答え、実技科目としての英語教育をさらに推
進し、徹底するため、国公私立の垣根を越えて、全国の
高等学校を対象に、各種の助成事業3)を展開している。
また、これとは別に、文部科学省は中学校、高等学校に
おける学習者の実践的な英語力の伸長を推進する目的
で、そして英語教員の英語力・指導力の向上を図る目的
で、各種の調査事業4)を平成27年度から平成28年度にか
けて行う。
以上からも分かるように、実技科目としての英語科の
位置づけは、戦後から一貫しており、特に平成年間に
入ってからはこの傾向は顕著である。また、この数年に
限っては、さらに広い視野に立った、英語教育の改善に
取り組もうとしていることは、最近の文部行政を見ても
明らかである。したがって英語教員には、ますます学習
者の実技能力の向上を目標にした、指導者としての役割
が問われることとなる。
 英語教員に要請されるもの
学習者の実技能力の向上を目指す教育現場で、英語教
員に求められるのは何か。一つは、生徒がつの技能を
習得するような指導方法についての豊富な理論的、及び
実践的な知識を持っていることである。しかし、さらに
重要なことは、教員が実技としての英語のプラクティ
ショナーとして、生徒のロール・モデルになれるかどう
かである。
音楽の教員がピアノを弾けない、体育の教員が水泳が
できない、美術の教員がデッサンができない、これでは
いくら指導法についての理論的、実践的な知識があった
としても、一人前の教員としては務まらない。やはり実
技科目を担当する教員には、それ相応な実技能力を持っ
て、学習者のロール・モデルとなる存在になることが期
待される。これは実技科目を教える教員に課された使命
であり、グローバル化を強めるこの時代のリンガ・フラ
ンカとしての英語の指導者については、言わずもがなで
ある。
英語教員の生徒のロール・モデルとしての実技能力は
と何か。これはすなわち、教員自身の英語での「聞く」
「話す」「読む」「書く」、これらつの英語運用能力に他
ならない。これゆえに、中学校や高等学校の英語教員採
用試験には、国公私立を問うことなく、知識や教養につ
いて問われるペーパ・テストに加えて、英語によるグ
ループ・ディスカッション、集団・個人面接、あるいは
リスニング・テストなどが課されることになる。そし
て、この両方の検査結果から採用が決定されるのは、昔
も今も同じである。
ただ、最近の傾向としては、幅広い、より実用的な
技能が、これまで以上に重視されるような傾向が強いの
ではないか、という印象を受ける。というのは、
TOEFLや TOEICという外部の英語能力テストで、あ
る水準を超えるとペーパ・テストの一部（あるいは全部）
が免除する場合が年を経て多くなりつつある一方で、文
部科学省も教員の採用に際して、指導力のみならず、高
い語学力も英語教員には期待していることが垣間見える
からである。
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英語教員に求められる英語力の目標については、2013
年月に閣議で決定された「教育振興基本計画」による
と、中学校では50％の英語の教員が、また高等学校では
75％の英語の教員が、英検準級5)程度以上の英語力を
持つことを目標に掲げている。しかしながら、2014年度
の調査によると、中学校の教員では28.8％、そして高等
学校の教員では55.4％で、目標の達成はかなり厳しいと
されている。
英語のつの運用能力のうち、英語のプラクティショ
ナーのロール・モデルとして、教育現場では特に何の技
能が、学習者の関心を引くことになるのか。それは、「話
す」技能であろう。学習者は、教員の「書く」「聞く」「読
む」よりも、「話す」能力ことについて敏感になりやす
い。小学校で英語が導入されて久しい。耳からの英語に
慣れ親しんだ生徒は、ロール・モデルとするような英語
を駆使できる教員から、実用に供する英語を学習したい
と思うのではないか。これは小学校と中学校とが連携す
る英語教育の重要性からも、軽視することはできない。
 英語教員の「話す」技能
ここでは英語教員に求められる「話す」技能とはどの
ようなものか考えたい。英語の授業は英語で行う。これ
は現行の学習指導要領が中学校用は2008年に、高等学校
用は2009年にそれぞれ告示されて以降、盛んに言い続け
られていることである。しかし、これは何も英語教員が
授業のなかで、英語を母語とする人どうしが日常の言葉
のやり取りで話すような英語を、教員が使用することを
求めているのでは、まったくない。英語教員がそのよう
な英語を使用し続けたとしたら、いつまでたっても学習
者は英語を理解するすべもなく、英語に慣れ親しむどこ
ろではない。逆に、英語を学習することに拒否感を抱く
かもしれない。
これは何らかの技能を習得しようとする、あらゆる場
面について言えることである。スケート教室では、いき
なり生徒をリンクにおいて、手も貸すこともなく、その
ままに放っておくことはない。ピアノのレッスンでも同
じである。学習者にある技能を習得させるには、それな
りの順序がある。
英語教員が学習活動のなかで使用する英語は、英語を
母語する話者が日頃の言語生活で交わす英語とは似ても
似ない、いわば超 learner-friendly な英語である。これ
は、ある意味で異質な英語を英語教員が学習者に与える
ことで、言語は習得されるという言語習得理論6)に基づ
いている。この理論によれば ESL あるいは EFL7)環境
に関係なく、このような learner-friendlyな英語を聞い
て理解することで学習者の言語習得が促進され、やがて
無理のない学習者の発話につながる、とされている。言
い換えればこのような英語を耳にする機会を豊富に学習
者に与えることが、自然に言語を習得し英語で話ができ
るようになる、一つの方法であるという。
Learner-friendlyな英語とは、ゆっくり、明瞭に、分
かり易く、時には、不自然なほど大きな声で、必要なら
繰り返し、学習者に与えられるような英語である。この
ような異質な英語を聞くことで、学習者は英語本来の音
声体系に慣れ親しみつつ、耳をとおして英語を理解でき
るとされている。英語の教員に望まれるのは、以上のよ
うな特別な英語を用いて、学習者に語りかけることがで
きる技能である。
 英語教員が習得すべき英語の音声体系
ゆっくり、明瞭に、分かり易い声で、学習者に話すこ
との重要性については、前章で述べたとおりである。し
かし、これらの要素は、人前で「話す」という経験を積
み重ねることで、自然に教員は習得できるものであろ
う。実際に教壇に立って、話すことをくり返し経験し、
学習者の反応を確認することで、learner-friendly な
teacher-talkの話術は知らぬ間に身に付くものだ。
だが、learner-friendly な teacher-talk とは別に、で
きるだけ標準的な英語の音声体系を実践して、学習者に
示すことが英語教員には求められる。標準的な英語と
は、およそ似るべくもない音声を学習者に示すのは問題
である。なお、これには一部に、次のような間違った反
論があるかもしれない。
それは、今や英語は英語を母語としない人々によって
も共通のコミュニケーションの手段として使用されてい
るので、英語は、英語以外のそれぞれの音声体系の範囲
内で話せばいいのだとする考えである。これは World
Englishes という概念を、間違ってとらえているに過ぎ
ない。例えば、英語を母語としない世界の各地からの
人々が集う場で、コミュニケーションの共通手段として
英語で討論する場合、それぞれが英語とは異なる母語の
音声体系の枠内で（つまりそれぞれが特徴ある「なまり」
で）、英語を話し始めるとコミュニケーションどころで
ない。
したがって、英語教員には teacher-talkとしは、ゆっ
くり、明瞭に、大きな声で話すこのなどに加えて、でき
るだけ標準的な英語を話せるような技術も必要とされ
る。英語科教育法（以下、教科教育法と略す）を履修す
る学生のなかには、場面により alveolar fricative
voiceless/s/と palatal fricative voiceless/ʃ/とを区別で
きるものが少ない。模擬授業を Stand up ! で始めるのは
よいが、Sit down ! というべきところ S**t down ! になる
のである。この言葉は禁句で、言った人の品位が疑われ
る言葉である。相手を侮蔑するおぞましいもので、決し
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て人前で使ってならない。このように、基本的で初歩的
な音声の不正確の使用は、/s/と/ʃ/のほかにも、教科教
育法の履修者には多く見られる。これらの音声体系の誤
使用は、いくら teacher-talk できるよう経験を積んだ
ところで、自然に克服できるものでないことを強調した
いし、このことについては大変、憂慮している。である
から、教科教育法の授業のなかでは、英語を教える方法
と技術のみならず、英語の基本的な音声を習得するため
の実際的なトレーニングを毎回の授業のなかに、適宜、
組み入れている。
 教科教育法に音声のトレーニングを組み込む必要性
本来、英語教員が習得しておくべき音声体系に関して
は、「教科に関する科目」のうちの「英語学」の分野で
取り扱うべきものであろう。しかし、「英語学」の区分
において、おそらく多くの大学で開講されている「英語
音声学」（科目名称は違うかもしれないが）は、必ずし
も必修の科目とはなっていない。また、たとえこの科目
を学生が履修したとしても、この科目で扱うことは、学
問、あるいは研究対象としての音声体系であり、必ずし
も実践的な学生のトレーニングまではカバーしきれてい
ないのが現実だと思われる。ましてや、中学校や高等学
校の生徒を対象として、どのように英語の音声を習得さ
せるのかという指導方法までは「英語音声学」では教え
られているとは思えない。
次に、中学校や高等学校では、よほど時間的な余裕が
ある場合を除いて、教科書のなかで必ず教材化されてい
る音声指導の部分が、授業のなかで十分に取り扱われて
いないように思われる。その理由は教科書の音声指導用
の部分は、たいてい「発音コーナー」としてページの片
隅に追いやられており、またこの部分は、高校入試や大
学入試8)には英語の「話す」技能は（今のところは）問
われないので、直接は関係がないからかもしれない。
結果として、英語教員を目指す大学生の多くは、正確
な英語の音声体系の知識とそれを習得するための指導方
法を系統だって受けないまま、教壇に立つ可能性が大き
いのである。教科教育法で音声のトレーニングを含める
ことで、学生は自分自身の英語の発音についての意識を
高めることになり、より正しい音声を習得できるのであ
る。また、そのトレーニングの方法が、そのまま中学校
や高等学校での音声指導の場に応用できるというメリッ
トがある。
教科教育法の授業で、学生を対象としたトレーニング
を含めた英語の音声体系に触れる必要性は、以上の理由
による。著者は中学校や高等学校に英語教員には授業の
なかで、是非、適宜、音声指導を実施してもらいたいと
思っている。学習者に正確な音声を習得してほしいとい
う理由のほかに、次のような理由がある。
音声学習をするにあたっては、中学生や高校生は当
然、声に出して練習することになる。この「声に出す」
という学習活動は、学習者が普段経験している座学中心
の学習活動とはかなり異なる。教科書の文章を音読する
場合とは全く違った雰囲気で、気分を一新にして、実に
生き生きとして、この活動に参加するというのが、長年、
高等学校で英語を教えた著者が見てきた風景である。ま
さに教科教育法で、大学生に発音トレーニングをすると
きも同様の様子を目にする。したがって、音声学習を教
科教育法で扱うことは、学生が教壇に立ったとき、音声
のトレーニングを、ある意味ではアクティヴ・ラーニン
グ9)の一つとして取り入れることができるので、学生に
は無駄ではないと思われる。
 教科教育法で実施する音声トレーニング
教科教育法に英語の音声体系について触れることの必
要性は、以上のとおりであるが、では限られた時間的な
枠内で、具体的にどのような点を取り上げればよいの
か。
英語の音声体系は、segmental と suprasegmental の
部分から成り立っている。Segmentalとは発音記号で
標記できる音声の特徴で、英語の音声を構成する最
も基本的な要素で、母音と子音に分けられる。
Suprasegmentalとは発音記号で標記できない、例えば
ストレス、リズム、イントネーションなどの特徴を包括
的にとらえるものである。また、このほかにも、英語に
は sound modification という音声の特徴がある。これ
は、ある音とある音とが連続したときに見られる現象で
ある。
著者が担当する教科教育法では、これらつの音声体
系の基本的な部分を取り扱っている。なお、関西学院大
学では、「英語科教育法Ａ」、「英語科教育法Ｂ」、「英語
科教育法Ｃ」、「英語科教育法Ｄ」の科目が開設されて
いる。このうち「英語科教育法Ａ」は必修で、ほかの
つの科目についてはこれらのうちから科目を選択する
ことになっている。「英語科教育法Ａ」は理論的な考察
を、他のつについては、「英語科教育法Ａ」で学んだ
ことに基づく、模擬授業を活動の中心とした実践面の考
察をしている。音声についての実践的な考察とトレーニ
ングは「英語科教育法Ａ」で取り扱っている。
 「英語科教育法Ａ」で扱う英語音声面の実践的な考
察とトレーニングの内容
「英語科教育法Ａ」の授業のうちの、13回の授業のな
かで、20分程度を発音についての考察とトレーニングに
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充てている。その13回のシリーズで取り扱う内容のタイ
トルは、次の通りである。
#1 the Great Vowel Shift,
#2 consonants and vowels,
#3 voiced and voiceless sounds,
#4 stop voiceless sounds and allophones,
#5 flapping,
#6 labiodental and interdental fricatives,
#7 labiodental and interdental fricatives :
with tongue twisters,
#8 alveolar fricatives and palatal fricatives,
#9 palatal fricatives and affricates,/r/ and /l/,
#10 light /l/ and dark [ɫ], /r/ and /w/, GREEN
house or green HOUSE,
#11 assimilation : nasal sounds,
#12 linking : consonant + vowel,
#13 chants : rhythm, stress, and weak forms of
function words.
以上が「英語科教育法Ａ」のなかで考察あるいはト
レーニングの対象となる項目である。なお履修者は「子
音表」を各自、学内Web にアップ・ロードしているシ
ステムからダウン・ロードして持参することになってい
る。それでは各項目について教科教育法の授業で実践し
ている概要と具体的な内容を、考察を交えて以下に述べ
る。
#1 the Great Vowel Shift
概要：英語を母語とする人々の間でも、母音について
は違った英語が聞かれるのはどうしてか。これを the
Great Vowel Shift から説明する。
内容：母音については歴史的に発音方法が、一定の
ルールに従って移り変わってきたという事実がある。こ
れを the Great Vowel Shift（GVS：大母音移動と訳され
る場合が多い）というが、14,5世紀から18世紀にかけて
イギリスで起きたとされるものである。例えば name
/neim/ は、Chaucer (1340? -1400）は /na :mə/ と、
Shakespeare は /ne :m/と発音したであろうと考えられ
ている。この GVS が、後の英語を母語とする人々の間
の母音面の多様性に大きな影響を与えた。現在、母語と
して英語はアメリカ、イギリス、オーストラリア、
ニュー・ジーランドなど世界の各地で話されているが、
それぞれの音声の違いは母音の発音方法において顕著で
ある。このことと GVS とはどのように関係しているの
か。
例えば、アメリカで話されている標準的な英語とされ
ている General American English (GAE) とイギリスで
話されている標準的な Received Pronunciation (RP) の
母音の違いは、この GVS によって説明がつく部分が多
い。アメリカの植民地時代（17世紀から18世紀）に当時
のアメリカで一般であった英語は、母国のイギリスで話
されていた英語とは基本的には差がないと考えられてい
る。しかし、時が経るにつれ、アメリカでは植民地時代
の母音の発音がそのまま引き継がれるが、本国では母音
は GVS の影響を受け変化し、その結果が今日の RPに
至った。
また、現在のアメリカにおける地域的な母音の違いに
ついても GVS が大きな影響を与えていると考えられて
いる。GAE はもともと五大湖を中心とした中西部で話
されている英語である。この地域で話されている英語
と、アメリカの東部で話されている母音の違いは、両方
の地域へ渡ったイギリス本土からの移民が本国を後にし
た時代が異なるというのが有力な理由である。それぞれ
異なった時代では、本国では異なった母音が一般的であ
り、アメリカの各地域へ渡った移民が、それぞれの時代
に本国で親しんだ母音を、今日まで受け継いできたと考
えられるのである。
同じように、イギリスにおいても、現在、多様な母音
が地域により、社会の集団により異なるのも GVS に
よって説明できる。GVS は概ね、つの異なった段階
を経てきたと言われるが、各段階の変化は一夜に起こっ
たのではない。どの一時期をとらえても、違った年齢階
層で、地域で、人は異なった発達段階の母音で、話して
きたことが十分考えられる。社会のある集団の人々、あ
るいはある地域によっては、とても保守的で、昔の音声
体系を自分たちの特徴として、それを意識するしないに
かかわらず、捨て去ろうとはしないのかもしれない。
RPを生まれながらに話せるのは全体のから	％にす
ぎないというのは、この点、大変興味深いことである。
教科教育法のなかでは、このような視点から、the
Voice of America10) と the British Broadcasting
Cooperation11)を聴いたり、オバマ大統領とエリザベス
女王の英語を比較したり、映画「マイ・フェア・レイ
ディ｣12)の一場面を振り返ることで GVS とその影響を考
察し、さらに GAEや RPのほかにも、母語として話さ
れている英語には多様性があることを履修者は考察する
ことになる。
#2 consonants and vowels
概要：英語の segmental な部分は、母音と子音に分
けられるが、母音が子音と比較して、なぜ変化しやすい
のかについて説明する。
内容：なぜ母音の発音は子音と比較して、一般的に地
域、時代、あるいは人によって変化しやすいのか。それ
は、母音は全て有声音であり、母音間の異なりは、口の
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開け具合、口腔内における舌の位置だけに依るためであ
る（元来、口の開へ具合や舌の位置などは不安定な要素
である）。この点、それぞれの子音は有声音、無声音の
区別があるだけでなく、口部のどこで（唇で、歯茎で、
硬口蓋で、など）、どのようにして（息を摩擦すること
で、息を一気に破裂するようにして、など）、おもにこ
れらつの要素によって決定されるので、母音と比べて
変化しにくい。これは英語に限ったことでない。日本語
においてもあてはまる。
したがって英語の segmental な発音のトレーニング
では、まずそれぞれの子音の違いを正確に発音すること
が重要となる。発音のトレーニングにおいて母音に多く
の時間を充てても、例えば GAEの母音を取り上げても、
決してその通りにはイギリスやオーストラリアでは発音
されていないのが現状であるし、アメリカの東部諸州へ
では、かなり異なった母音を耳にすることになる。グ
ローバル化をますます強めるこの世にあって、GAE以
外の英語と直面する機会も多くなる。
#3 voiced and voiceless sounds
概要：voiced と voiceless の違いは何か。
内容：音声は大きく voiced と voiceless sounds に大
別される。Voiced sounds は喉の奥の左右にある声帯の
振動を伴うが、voiceless sounds はこの振動は伴わない。
母音は全て voiced であり、子音のあるものについては
voiced と voiceless のペアがある（/b/と/p/、/d/と/t/、
/g/と /k/など）を子音表から確認する。Voiced と
voiceless を区別する方法は、手を喉元に当てて振動が
感じられるのかどうかのほか、両手で強く耳をふさぐと
voiced の場合は、頭が「ブーン」と鳴っているのが実
感できる。
この voiced と voiceless の違いは、ほとんどの教科書
で教材化され学習内容となっている。
#4 stop voiceless sounds and allophones
概要：stop voiceless に共通する異音とは何か。
内容：英語の音声体系で stop voiceless としては、
/p/ /t/ /k/のつがあるが、これらにはそれぞれつ
の allophone がある。つめの allophone とは、/p/を例
にとると、pen のように単語の最初に位置するとき、あ
るいは upon のように直後の母音にストレスがある場
合、この/t/は強い排気を伴って発音される。この特徴
を標記する必要がある場合は[th]となる。これは英語の
音声体系で特徴的なことで、これを確認するしトレーニ
ングする方法として、口の前に用紙を手にして垂らせ
て、pen や upon を発音するとこの紙は大きく揺れる。
あるいは口の前に置いたローソクの炎が消える。同じこ
とが /t/や /k/についても言える。この特徴は stop
voiced には通常、見られない。
教科教育法の授業で学生が紙片を使って実演する前に
は、まずインターネットの動画サイトでトレーニングの
様子を見させる。利用しているサイトは BBCが運営し
ている http://www.bbc.co.uk/worldservice/learningenglish
/grammar/pron/sounds/で、ここでは女性が ESL/EFL
の学習者を対象に、分かりやすい英語で、[ph] [th] [kh]
の強い排気を伴う特徴を説明している。

つめの allophone とは、この/p/ /t/ /k/が単語の中
央に位置すると、最初に位置した場合のように、強い排
気は伴わないで発音される（spinや open など）ことで
ある。
つめの allophone とは、Stop ! や Take a look at that !
のように、/p/ /t/ /k/が単語や文章の最後に位置する
場合は、日常の言語使用の場面では、口の形はその音を
だそうと準備するが、実際に排気は見られないことであ
る。必要ならこの特徴を特に[po] [to]と標記することも
ある。
この stop voiceless の allophone については、かなり
の教科書で取り扱われている。
#5 flapping
概要：alveolar stop voiceless の flapping はどのよう
な時に起こるのか。
内容：Stop voiceless にはつの allophone があるが、
このうち/t/についてはもう一つの allophone があるこ
とが知られている。Water のように/t/が母音に挟まれ、
特に後の母音よりも前の母音にストレスがある場合、こ
の/t/は限りなく voiced として発音される。これが
flapping（弾音）である。したがって、put の現在分詞
としての putting と pudding とは、単語を単独で発音さ
れると、どちらなのかは区別できないことが多い。
この現象は、本来 GAE の特徴とされているが、近年
は、英語を母語として使用される他の国や地域でも、こ
とに若い人たちの間で、顕著だとされている。この弾音
化された/t/については、一部の辞書で/t/や/t/と標記
されており、将来、教壇に立って辞書の指導をするとき
には、心得ておかねばならない点である。
教科教育法の授業では、「アナと雪の女王」でアナが
Let it go ! を歌う場面を、歌詞とともに紹介する。Let it
go ! の Let の/t/は母音で挟まれており、let の/e/にスト
レスがあるので、弾音化の現象が起っているのが分か
る。
#6 labiodental fricatives /f/ /v/ and interdental
fricatives/Ө/ /ð/
概要：/f/ /v/ /Ө/ /ð/の音を作り出すメカニズムにつ
いて。
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内容：これらの音声は日本語には存在しないので、学
習者にとってとても厄介なものである。教科教育法で学
生がトレーニングする前には、前述した BBCの動画サ
イトを利用する。話者の口元を、側面と前面からの映像
が同時に映し出されるので、見るものにとって分かり易
い。
特に/Ө/と/ð/については、発音の方法を学習する機会
が皆無であったと申告する学生がかなり多いので、将来
の英語の指導には役立つものと思われる。トレーニング
としては、fifth、Griffith（地名や人名でよく見らえる）
などの単語を取り上げている。Fifthについては、中学
校で学習する単語であるが、発音するときのメカニズム
を理解している学生は大変少なく、ましてや実践できる
学生はごくまれである。
#7 labiodental fricatives /f/ /v/ and interdental
fricatives /Ө/ /ð/with tongue twisters
概要：早口言葉で/f/ /v/ /Ө/ /ð/の音を正しく出すた
めのトレーニングについて。
内容：/f/ /v/ /Ө/ /ð/ の音声は元来、日本語の音声
体系にないため、中学校の教科書では特に丁寧に取り扱
われている項目である。以下にあるのは、これをトレー
ニングするための早口言葉として、Ｔ出版社の中学生用
の教科書に掲載されていたもので、学生にはこれを繰り
返し練習する。
I visit every Friday with my five favorite friends.
Five filthy fries.
トレーニングするに先立って、学生は BBCの動画サ
イトに入って、これらの音を出すときの特徴的な口の形
を確認する。特に/Ө/ /ð/は英語の音声体系で大変特徴
的な音であり、動画においてもかなり丁寧に説明をして
いる。
またこれらの早口言葉でトレーニングするときには、
直接学習の対象となる項目のほかに、suprasegmental
な音声要素、すなわちストレス、リズム、イントネー
ションにも配慮し、以降の音声トレーニングに関連性を
持たせるようにしている。
#8 alveolar fricatives /s/ /z/ and palatal fricatives /ʃ/
/ʒ/
概要：/s/ /z/ /ʃ/ /ʒ/の音を作り出すメカニズムとこ
れらの音を正しく出すための練習方法について。
内容：/s/ /z/ /ʃ/ /ʒ/の音声は（あるいは類似した音
声は）日本語にも存在する。またこれらの音声を含む英
語の言葉は、外来語として日本語となって使用されるも
のが多い。これらの理由で、英語なら本来/s/あるいは
/ʃ/で発音される音が、日本語では全くその逆で発音さ
れたり、逆でもないまた別の音として発音されたりする
例がある。日本語を母語とする英語の学習者に、ほぼ共
通して見られるこれら転移13)と言われる現象を克服する
ための一つのトレーニングとして、学習現場では She
sells seashells by the seashore. という早口言葉が従来か
ら使用されてきた。
なおトレーニングに入る前には、/s/ /z/ と /ʃ/ /ʒ/
の発話時の口の形と音声の違いを、前述した BBCのサ
イトに入って十分確認している。
また、早口言葉でトレーニングするときには、#7に
引き続き suprasegmentalの部分にも注意するが、ここ
では文章の後ろの部分から順次前に単語や句を付け加え
ながら文章を繰り返しトレーニングする back-
chaining14)という手法を取り上げることで、学生はこの
指導方法の意義を確認することになる。
#9 affricates /tʃ/ /dʒ/ and /r/ versus /l/
概要：affricates が関係する音で、日本人の英語学習
者が特に注意する単語は何か。また、/r/と/l/の音を出
すメカニズムについて。
内容：本来の英語では alveolar fricatives /s/ /z/ あ
るいは alveolar stops /t/ /d/で発音されるべきところ、
誤って affricates /tʃ/ /dʒ/ で発音される場合がある。
これらは外来語として英語から日本になった単語に多く
見られる。例えば、ticket /tikət/や team /ti :m/が、そ
れぞれ/tʃikət/ や /tʃi :m/と誤って発音されたり、music
/mju :zək/ が /mju :dʒək/ と誤って発音される場合であ
る。これらの音の発音については minimal-pair15)練習
を繰り返し正確な発音を習得するようにしているが日本
語化している英語については正確に発音されにくいのが
一般的な傾向である。
次に日本人にとって不慣れな/l/ と /r/に違いについ
ても説明するが、ここでも先ず BBCの発音トレーニン
グのサイトを学生がみるが、映像を交えて大変、分かり
よい英語で説明されている。このビデオを見た後、
minimal-pair 練習を導入するが、この二つの音の違い
と発音方法の違いを確認できるとともに、minimal-pair
練習を中等教育現場で導入する効果と実践的な指導方法
について、学生は考察を深めることができる。なおこの
二つの音の違いについては、ほとんどの学生がこれまで
実践的なトレーニングを経験していないのが現実であ
り、教科教育法での英語の音声体系の実践的なトレーニ
ングの必要性を痛感する。
#10 light /l/ and dark [ɫ], /r/ and /w/, GREEN house
or green HOUSE
概要：light /l/ と dark [ɫ] の違いについて。また、
複合語と「形容詞＋名詞」におけるストレスの置かれる
位置について。
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内容：/l/には light /l/ dark [ɫ]の
つの allophone が
あることが知られている。/l/が語頭あるいは語中に位
置するとき alveolar lateral として、舌先が歯茎に接触
して作られるが、語尾ではこの接触がない。この舌先の
歯茎への接触がなく作られる/l/の音を、特に dark /l/
と呼ばれ [ɫ] と標記される。日本で出版される英和辞
書では、研究社『新英和大辞典』『新英和中辞典』など
がこの記号を用いて、単語の発音を標記している。教科
教育法を履修する学生には、将来の辞書指導に備えて
light /l/ と dark [ɫ] について知っておく必要がある。
/r/ と /w/の音は、日本語を母語とする英語学習者に
は発音するのに、大変困難を伴う。トレーニングとして
はminimal-pair を取り入れた練習のほか、BBCの発音
トレーニングサイトで映像を交えた説明を学生を聞くこ
とになる。/r/ と /w/の音の違いについては、概ね中学
校以降に始めて英語の音に接する学習者には、音を作り
出される際の口の形を模倣するのがヒントとなる。将
来、中学生や高校生を対象とした音声指導にも、このト
レーニングは奏功すると思われる。
次に、複合語（例：GREEN house、GREEN にスト
レスが置かれ「温室」の意味）と「形容詞＋名詞」（例：
green HOUSE、HOUSE にストレスが置かれ「緑に塗
られた家」の意味）でのストレスが置かれた単語の位置
とその意味の違いについて説明する。学習者は何となく
ストレスが置かれる単語によって、意味が異なることは
知っているようだが、なぜ「温室」では GREEN house
で、「緑に塗られた家」が green HOUSE なのかについ
ては、その理論的な理解ができていない。この複合語と
「形容詞＋名詞」におけるストレスの違いについては、
中学校の教科書では取り扱われている項目である。
トレーニング方法としては、COLD cream「化粧品と
してのコールド・クリーム」と cold CREAM「果物に
乗せる冷たい生クリーム」の説明をした後、“We put it
on the face.” あるいは “We put it on fruit.” という指示
で、学生は前者なら COLD cream と、後者なら cold
CREAM と答える課題を、すべての学生に対象に実施
している。
ストレスの置かれる単語に違いにより意味が異なると
いう視点から、「動名詞＋名詞」と「現在分詞＋名詞」
のことについても、「DANCING girl：踊りを職業とす
る女性」と「dancing GIRL：踊っている最中の女の子」
や「SMOKING room：喫煙室」と「smoking ROOM：
火事などで煙が出ている部屋」などを例に挙げて、説明
する。これについても教科書では、教材化されているの
が常である。
#11 nasal sounds and assimilation
概要：つの nasalの違いとこれらが関係する同化に
ついて。
内容：Nasalとして英語の音声体系には bilabial nasal
/m/、alveolar nasal /n/、velar nasal /ŋ/のつがある
が、これは日本語の音声体系にもあてはまる。したがっ
てこれらつを使い分けることは、日本語を母語とする
学習者には何の問題もない。しかしこれらの nasalの音
が作られるメカニズムについては、教壇に立つ者として
理解する必要がある。教科書にはこれらのつの音を比
較するコーナーが設けられていることが多い。
つの nasalに共通している点は、排気が口からでは
なく鼻から行われることである。排気が鼻だけから行わ
れるように、口のどの部分によって排気が遮断されるの
かによって、/m/、/n/、/ŋ/ のうちどの音になるかが
決定される。
/m/は、上下の唇が結ばれることにより排気が遮断さ
える。Bilabial nasal と呼ばれるのはこのためである。
/n/は舌先が上歯茎に強く押しあてられることで、排気
が遮断されるので alveolar nasalと称される。したがっ
てこの音を出されるときは、唇は開いた状態である。
/ŋ/は唇が開いた状態で、舌先は上歯茎に付けられるこ
となく口腔内で宙ぶらりんの状態である。この状態で
「ん」を言ったときに（つまり喉の奥の柔らかい軟口蓋
の部分が上に押し当てられて）作られる音である。
日本語の「ん」は、それに続く音や、位置する場所に
より、/m/ /n/ /ŋ/のどれに発音されるか決定される。
「あんぽんたん」の最初の「ん」は、その次に「ぽ」と
いう両唇音が続くので /m/ になり、
番目の「ん」は
次に「た」という歯茎音が続くので/n/に、最後の「ん」
は語尾で口部内の筋肉の緊張が弱まり/ŋ/の音として発
音される。
ある音が、後に続く（あるいは前に位置する）音に引
きずられ、この音と同じように発音される現象を
assimilation と呼ばれるが、ここで述べた「ん」の
assimilation は、英語の音声体系にも全くあてはまるこ
とである。
例えば、I live in Tokyo. の in は/in/ となるが、I live
in Bombay. の in は/im/と発音されるのが自然である。
これは Bombayは bilabialの/b/ で始まるからである。
I live in Korea. では in は/iŋ/となる。後に来る Korea
は velar で始まるからである。
#12 linking: consonant + vowel
概要：「子音＋母音」の linking について。
内容：英語の音声体系において、ある音とある音とが
連続して発音されたとき、本来、それらが単独で発音さ
れた時とは異なって発音される場合がある。もちろんあ
る一定のルールに従って、音が変化するのであるが、こ
れらを総じて linking と称される。Linking のうちで、
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ここでは、子音で終わる単語に母音で始まる単語が続
く、すなわち liaison とも呼ばれる現象（「子音」＋「母
音」）を取り上げて、学生はトレーニングすることにな
る。
この現象については、中学校でも必ずと言っていいほ
ど、教科書で取り上げられているが、理屈として十分理
解されていないし、実践も伴っていない学生が多い。つ
まり正確に発音できないし、それを聞いたときにも、必
ずしも理解できない場合が多い。
この「子音＋母音」の linkingへの注意を喚起するた
めには、教科教育法の授業では、英語を母語とする人々
によって歌われる「ＡＢＣの歌」を学生に聞かせている。
この歌の歌詞は次の通りである。
Q R S T U V W X Y Z ...
A B C D E F G H I K
L M N O P
The ABC song
英語圏で歌われるこの歌は、日本で聞き親しんでいる
ものとは、上で揚げた
行目に部分が、とても異なって
聞こえる。日本では（この歌はアルファベットの順番を
勉強するために歌われているので）LM N O Pは、それ
ぞれ /el/ /em/ /en/ /ou/ /pi :/と区切って歌われる。
しかし、英語圏では/elemenoipi :/と各部が linking した
形で歌われる。この連続して歌われる「ＡＢＣの歌」を
まねて歌うことで、教科教育法の授業では、学生は「子
音＋母音」の linking に対する意識を高めている。
中等教育の現場で、生徒への linkingへの意識を高め
るのは、「ＡＢＣの歌」を導入するのが大変効果的だと
思われる。ほとんどの生徒はこの歌を幼少のころから聞
き及んでおり、それと linking した「ＡＢＣの歌」を興
味深く対比することになるからである。
#13 chants : rhythm, stress, and weak forms of function
words
概要：チャンツとは何か。またこの練習方法の有用性
について。
内容：英語の音声体系を文章単位で見るとき、ストレ
スが置かれて発音される単語と置かれない単語は大変明
確である。通常、ストレスがある単語とは内容語
（content words）であり、これには名詞、動詞、形容詞
などが含まれる。反対に、ストレスがない単語とは機能
後（function words）であり、これには助動詞、指示代
名詞、人称代名詞、前置詞などが含まれる。
文章単位での特徴のもう一つの特徴は、概ね、以上の
ようなルールで置かれるストレスは、時間的にほぼ同じ
時間の間隔で出現するということである。英語の文章に
はリズムがあると言われるのは、まさにこのためであ
る。
英文を発話するにあたり、このリズムを崩さずに（あ
るいは、このリズムに乗り遅れないように）するため、
ストレスのない機能語は、通常、それが単独で発話され
る時と比べて、弱く（あるいは、小走りで）発話される
必要がある。機能語である、例えば助動詞や代名詞を辞
書で引くと、必ず弱形の発音方法が発音記号で標記され
ているのはこのためである。
以上説明した、ストレス、リズム、機能語の弱形の発
音方法は全てお互いに関連しており、これらを包括的
に、また効果的に、学習者にトレーニングする方法が
chants である。Chants とはもともと、ある一定のリズ
ムで、時には単調に聞こえる、例えば、シュプレヒコー
ルやお祈り場面で用いられる一連の言葉のことである。
しかし、英語教育においては、ここで説明している特別
な学習方法をさす。時には、教員が手拍子しながら、あ
るいはリズム・メーカを使って進めるこの手法は、児童
英語教育の現場では広く実践されており、中学校の教科
書でも教材化されている。将来、英語の教員として教壇
に立つ者は、この指導法の実践的な知識とその背景にあ
る理論とを知ることは、大変重要なことである。教科教
育法の授業ではこの点を十分に踏まえて、chants を学
生が経験しその理論的な背景を習得することになる。
	 まとめ
以上、筆者が育てたい英語教員像として、英語技能の
プラクティショナーのロール・モデルになってほしいと
いう期待から、英語の音声体系の基本的な事項の指導方
法を考察した。これらの項目のほとんどは、中学校や高
等学校の教科書で何らかの形で取り扱われている。しか
し、実際の教育現場では、時間的なゆとりのなさ、ある
いは教える側の不慣れなさ、という理由で十分には実践
されてはいない。これは、筆者が担当する免許更新講習
で実施するアンケートからも伺える。
毎学期、教科教育法を終えるごとに授業のアンケート
が実施される。筆者の授業内容や授業のスタイルについ
て、履修者からは手厳しい指摘や要望があるなか、この
英語の発音体系の基礎的なトレーニングの部分について
は毎回、学生はある一定の評価をする。
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注釈）
）昭和22年(1947年)の学習指導要領英語編（試案）
第一章「英語科教育の目標」には、中等教育における
英語学習の目的として「われわれの心を，生まれてこの
かた英語を話す人々の心と同じように働かせることであ
る。」として「英語を生きたことばとして学ぶ」ことの
重要性を確認し、「聴き方と話し方とは英語の第一次の
技能（primary skill）」さらに「読み方と書き方とは英
語の第二次の技能（secondary skill）」と明確に位置付
けている。

）平成元年(1989年)の学習指導要領
中学校学習指導要領（平成元年告示）第
章第節外
国語第「目標」と、高等学校学習指導要領（平成元年
告示）第
章第節外国語第款「目標」を以下に示す。
中学校学習指導要領（平成元年告示）第
章第節外
国語第「目標」「外国語を理解し、外国語で表現する
基礎的な能力を養い、外国語で積極的にコミュニケー
ションを図ろうとする態度を育てるとともに、言語や文
化に対する関心を深め、国際理解の基礎を培う。」
高等学校学習指導要領（平成元年告示）第
章第節
外国語第款「目標」「外国語を理解し、外国語で表現
する能力を養い、外国語で積極的にコミュニケーション
を図ろうとする能力を育てるとともに、言語や文化に対
する関心を高め、国際理解を深める。」
）助成の事業
平成14年度から平成19年度まで続いた事業として、
Super English Language High School (SELHi）がある。
全国の国公私立の高等学校を対象とした。指定させた学
校では、	年間に渡り独自に策定された教育課程によ
り、より高度な英語に慣れ親しみ実践能力を習得させる
教育活動を展開した。
また、平成26年から始まった事業として Super Global
High School (SGH）がある。平成28年度も引き続いて行
われることが決定している。全国の国公私立の高等学校
を対象として、平成26年度と平成27年度に、それぞれ56
校が指定された。日本の将来を担う若者を育てるため
に、	年間、独自に策定した教育活動に基づいた学習活
動を展開する。指定から外れた学校でも、SGH
Associates としての学習活動を展開できる。
これらの事業はわが国の将来を展望し、日本の教育の
現状を鑑みての、産業界や経済界からの文部科学省への
強い働きかけによるもの考えられる。
）調査事業
平成26年度月〜月にかけて、全国の高等学校年
生約万人（国公立校約480校）を対象に行われた英語
教育改善のための英語力調査事業があり、平成27年度も
実施の予定である。
このほかに、英語教員の英語力・指導力強化のための
調査研究事業も平成27年度〜平成28年度にかけて実施さ
れるが、次期の学習指導要領の改定に向けた検討を踏ま
えつつ、将来の、教員研修や教員養成の基礎的な資料と
なるようである。
	）英検準級
このレベルは、IELTS では 5.5-6.5,TEAP では
334-399, TOEFLiBTでは72-94, TOEICでは785-945と
されている。
)言語習得理論
1980年代に Krashen が提唱した Input 理論である。
この理論によると、子どもが周囲で話されている言葉を
聞くことで、自然に母語を習得するのと同様の過程で、
学習者は外国語あるいは第二言語を、耳からの情報をも
とにして（あるときには、実物を目にしながら、あると
きには常識、前後関係、状況を判断材料として）未知の
対象言語を理解し習得し、やがておのずから学習者は発
話できるようになるとされている。
）ESL と EFL
ESL(＝ English as a second language）とは、学習対
象となっている英語が、社会や学校教育での情報伝達の
手段として使用されている場合をいう。例えば、アメリ
カやイギリスでは移民や留学生が英語を学習している
が、これらの学習者は英語をESL として学習する。
EFL(=English as a foreign language）とは、学習対象
となっている英語が、社会や学校教育での情報伝達の手
段としては使用されていない場合をいう。例えば、日本
や韓国で英語が学ばれている場合は、英語は EFL とし
て学習されている。
）大学入試
「中央教育審議会」の答申に基づき、大学入試センター
試験にかわる大学入試テストとして、大学入学希望者学
力評価テスト（仮称）が導入されることになった。従来
のマーク式に換えて記述式のテストにより、思考力や主
体的に考える力を評価の対象とすることが、高大接続シ
ステム改革会議で素案として提案された。現在の中学校
年生が高校年生になる2020年度より実施される予定
である。またこれとは別に、2019年度より高等学校基礎
学力テスト（仮称）も導入される。
）アクティヴ・ラーニング
決まった定義はないが、ここでは Learning Styles の
観点から、学習者が新しい知識や技能を習得する過程
で、視覚、聴覚、体得、集団学習、個人学習などの多岐
にわたる方法を有機的に利用し、学習者が中心となる課
題解決型の学習、と定義したい。
10）the Voice of America
通常 VOAと呼ばれている。アメリカ国務省対外広報
局が発信している世界向けの放送。第二次世界大戦中の
1942年に敵国向けに、短波による情宣活動が始まりであ
るが、現在はインターネットを通じて、世界の ESL、
EFL の英語学習を対象に報道番組も同時に配信してい
る。この番組は日本でも英語学習の教材としても広く利
用されている。
11）the British Broadcasting Cooperation
通常 BBCと呼ばれている。前身はイギリスで1922年
に始まったラジオ放送局。第二次世界大戦中の1943年に
は敵国向けに情宣活動も始めた。現在は、インターネッ
トを通じて、世界の ESL、EFL の英語学習を対象に報
道番組も同時に配信している。この番組は日本でも英語
学習の教材としても広く利用されている。
12)映画「マイ・フェア・レイディ」
同名のブロードウェイのミュージカルを1964年に映画
化したものである。ロンドンの下町で話されている英語
の訛りが抜けきらない女性が、RPで話せるように特訓
する場面が、イギリス英語の多様性を考察するため、英
語音声学の教材としてよく紹介される。
13）転移
言語学習において見られる母語の言語システムや習慣
が影響するもろもろの現象。たとえば、日本人の英語学
習者の多くは、rice を発音すると/lais/と勘違いされる
のは、日本語の言語システムや習慣には/r/の音を含む
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言葉がないため、これに類似した日本語の音で発音して
しまうためで、このとき日本語からの転移が影響してい
ると考えられる。別の例として、野球部に属する中学生
に「Donʼt mind !」という表現と意味を教えたとすると、
彼らはごく自然にこれを学習する。試合中に、他の部員
が失策しても「ドンマイ」と言って励まし合っているか
らで、この場合の転移は「正」に働き、rice を /lais/と
発音する場合は「負」に働くと説明される。つまり転移
が「負」ならば、これが「妨げ」となって誤りが生じ、
「正」ならばかえって学習が促進されるという。
14）back-chaining
いくつかの部分に分けたつの文章を、文末から順々
に組み立てることで、suprasegmental な学習を効果的
におこなおうとするもの。英語では文章全体から見たイ
ントネーションの流れは、文レベルのストレスのうち、
より文末に位置する major sentence stress がどの単語
にあるかによって決定される。したがって、最後から
順々に読み重ねたイントネーションの流れは、最後まで
変わることなく、文全体のイントネーションの形態を学
習できる。この練習形態は、中学校の教科書でも紹介さ
れているし、ＮＨＫの英語学習の番組でもよく口頭練習
の一部に導入されている。
15）minimal-pair
母音や子音の一部分が違うだけで意味の異なる
つの
単語の組み合わせで、誤って発音されやすい発音記号で
標記される
つの音の練習にしばしば利用される。以下
にあるのがminimal-pair の例である。
she lice fun sat⎧
⎨
⎩
⎧
⎨
⎩
⎧
⎨
⎩
⎧
⎨
⎩sea rice fan sit
参考文献
大喜多喜夫（2000)『英語教員のための応用言語学』昭和堂
大喜多喜夫（2004)『英語教員のための授業活動とその分析』
昭和堂
毎日新聞 平成27年11月23日（大阪本社版）
毎日新聞 平成28年
月日（大阪本社13版）
文部省印刷局『高等学校学習指導要領』(1989)
文部省印刷局『中学校学習指導要領』(1989)
Celce-Murcia, M. (2014). Teaching English as a Second or
Foreign Language. National Geographic Learning.
OKITA, Y. (2015). To Learn How to Teach English with
Practical Classroom Activities. Kwansei Gakuin
University Press
https://www.nier.go.jp/guideline/s22ejo/index.htm
(2016/03/07)
（おおきた・よしお 関西学院大学教授）
【T：】Edianserver ／関西学院／教職教育研究／第21号／
大喜多喜夫  校
― 10 ―
